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Summary  
The bulbs ofAllium victorialisin the neld had started to sprout just befbre snow cover melted away  
when the daily maximum temperature had risen to about40c．The top growth terminated early summer，  
dying backinmid－Summer，and打omJuly to the next spring the plant was dormantinappearanCe．Thelevel  
ofleafgrowth activitywas extremelylow什om early May to early December．And then the activityincreased  
gradually什om earlyJanuary，and rapidly丘、Om early February，reaChing to the maximumin early March to  
ear1y April．And then the activity decreased rapidly，reaChing to extremelylowlevelin early May．The  
optimum temperature fbrleafgrowth ofnondormant A［lium victorialis was13to210c．The endodormancy  
gradually diminished after themiddle ofSeptember，and then rapidly after themiddle ofNovember．In early  
January the depth of endodormancy declined considerably，and the endodormancy was brokenin early  
February．The optimum chilling temperature fbr breaking endodormancy was 3Oc，and the chilling  
temperatures were e飴ctive at O to6Oc，ine熊ctive at130c or more．The chilling treatment ofbreaking  
dormancy became e飴ctive a且erlateJuly．However，the e熊ct began to wear offafter the middle of  
December，beingine恥ctive a氏er earlyJanuary．The chilling e恥ct was enhanced as the chilling period  
becamelonger．The number ofchilling hours required fbr breaking endodormancy varied greatlyin the start  
timeofchilling：Chillingat3℃f［omlateJulyrequiredthechillingperiodof12weeks，that斤・OmlateAugust  
required8weeks，and that什om themiddle of November required4weeks．  
Key words：Allium vic（Orialis，grOWth activity，endodormancy，breaking ofdormancy．  
先駆けて萌芽、展菓するが、盛夏になる頃には地上部の  
枯れ込みが進み，夏季の後半から翌春の萌芽期までの長  
い期間を地上部のない状態で過す．このようにギョウジャ  
ニンニクは見かけ上，長い休眠期を持っ植物であるが，  
長い休眠期がどのような休眠状態を経過するかについて  
はまだ十分明らかではない（高樹・佐藤，1997）．  
緒  言  
ギョウジャニンニク C411ium vic10rialis L．subsp．  
〆αりク妙肋椚Hul侵n）は近年，北海道，東北，北陸で栽  
培が広がってきている日本自生のユリ科ネギ属の食用野  
草である．ギョウジャニンニクは春に多くの他の草本に  
キーワード：ギョウジャニンニク，成長力，自発休眠，休眠打破  
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そこで著者らはギョウジャニンニクの促成栽培に資す  
ることも念頭に，ギョウジャニンニクの休眠生態と休眠  
打破の方法についての研究を進めてきた．本報では，著  
者らがこのテーマでこれまでに口頭発表した内容（高樹・  
佐藤，1988；高樹，1989）にその後行った実験結果の一  
部（2007年度）を加えて，ギョウジャニンニクの休眠生  
態と休眠打破の条件について報告する．  
図），1分げつを単位として1回に約10分げつの生育を調  
査した．   
また時期によって葉の成長力に差異があるかどうかを，  
■87年1月9日から■88年2月11日まで約1か月間隔で ぐ87年  
2月7日から■88年1月9日までは生育調査と同時期に）調  
査した．最初の調査時期の■87年1月9日から同年6月8日  
までは，根と枯葉を切除した分げつをバーミキュライト  
を培土としてプラスチックトレーに8分げつずつ植え付  
け，170cで1週間および2週間培養して，当年春に萌芽  
展葉する葉の，培養期間中に新たに成長した長さ（伸長  
量）を調査した．なお，光条件は高演色形昼白色蛍光灯  
（松下電器産業製）の12時間日長照明（PPFD＝約100  
〟mOlm▲2s‾1）とした（以下の実験も光条件はこの条  
件に準拠した）．展開葉が黄変し始めた’87年7月7日以降  
の調査では，分げつ内部にある■88年春に萌芽成長する  
葉の伸長量を調査した（第2図）．この時期の調査では，  
根と枯葉を切除した分げつの内部にある芽の先端が見え  
材料および方法  
実験1成体の生育経過と葉の成長力の季節的変動  
供試系統は山形県南庄内地方に自生する系統で以後  
‘庄内’と呼称する．1982年夏に採種した種子を初秋に  
播種し，■84年の12月に農学部悶場に定植したものを■87  
年2月7日から■88年1月5日まで約1か月間隔で掘り上げ  
て，株の基部から分かれている分げつを切り離し（第1  
第1図 ギョウジャニンニクの1本の分げつを秋に植え付けると，  
翌春には分げつが3，4本に増えた（3月末撮影）．本実験で  
は1分げつを1個体として調査した．  
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第2図 地上部が黄変枯死したギョウジャニンニクの10月下旬における1個の分げつ  
を構成する葉：左端は分げつ最外部にある（黄変枯死したため）葉身部を欠  
く肥大葉鞘郡；左から2～4番目は新芽を包む萌芽葉（鞘葉）；右端は萌芽葉  
の内部にある普通葉幼葉（数枚）．  
る位置まで，分げつを構成する肥大葉鞘部の上方を切り  
取って芽の長さを測定した．この分げつを前述と同様に  
植え付けて培養し，培養期間中の葉の伸長畳を調査した．  
彙長は芽が普通葉を展開した場合は最大普通葉長を，培  
養終了時も普通葉が抽出していない場合は萌芽葉の長さ  
（芽長）を測定した．   
また，葉の成長適温を調べる実験を，戸外で普通葉が  
抽出した直後の’87年3月9日，抽出した普通葉の成長が  
盛んな4月8日，および芽から普通葉がまだ抽出していな  
い’88年2月11日に掘り上げた分げつを供試して行った．  
各時期に5，9，13，17，21，25および290cで8分げつず  
つ1週間培養して（2月11日には2週間培養も行い），培  
養期間中の葉の伸長量を調査した．   
実験2 芽の成長に及ぼす培養開始時期，培養温度，低  
温前処理の影響（1987年虚実験）  
供試材料は系統‘庄内’で，1982年秋に播種し，，86  
年春に根をなるべく切らないようにして農学部圃場に定  
植したものを，－87年7月13日から■88年1月10日まで約1  
か月間隔で掘り上げて実験に供試した．実験では1分げ  
つを1個体とし，根と枯葉を切除するはか展開葉があれ  
ば葉身を切除し，翌春ぐ88年春）萌芽する芽長を測定  
した後に，バーミキュライトを培土として浅い箱に植え  
込んだ．なお，芽の先端が外部に未抽出の時期は実験1  
と同様に芽の先端を露出させて芽の長さを測定した．培  
養温度は5，9，13，17，21および25℃とし，約1週間ご  
とに芽が末尾葉の場合はその萌芽葉長を，展葉した場合  
は最大普通葉長を測定し，植え込み暗から芽がどれだけ  
伸長したかを記録した．掘り上げ後に低温処理してから  
培養する実験も行ったが，この実験では掘り上げ後5，9，  
130cで30，60ないし90日間処理した後に170c培養に移し  
た．1温度区当たり，15個体を供試した．   
実験3 芽の成長に及ぼす培養開始時期，培養温度，低  
温前処理の影響（2007年虚実験）  
供試材料は系統‘庄内’で，農学部圃場に栽植されて  
いる成体を2007年5月2日から■08年3月5日まで約1か月間  
隔で掘り上げて実験に供試した．実験2と同様に分げつ  
を準備し，各分げつの芽の長さを測定後，15cm鉢に5分  
げっずつ植え付け，1区当たり2鉢10分げつを供試した．  
培土はバーミキュライト：パーライト ：細粉ピートモス  
をそれぞれ1：1：2の割合に混合したもの36Lに対して被  
覆肥料のマイクロロングトータル201－70（旭化成ケミカ  
ルズ；チッ素．リン酸，カリ をそれぞれ12，10，11％  
含有）の約300gと苦土石灰約126gを添加したものとし  
た．各掘り上げ当日から，3，6，10，15および200cで8  
週間培養し，芽の伸長量を1週間ごとに調査した．なお，  
芽の伸長が全般に良好になった■08年1月9日掘り上げで   
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第3図 ギョウジャニンニク栽培圃場の日最高，日平均，日最低の気温の旬平均  
最高87，平均87，最低87：それぞれ日長高，日平均，日最低の気温の旬  
平均，期間は1987年1月上旬～■88年3月下旬．最高07，平均07，最低07：  
前記と同様の旬平均，ただし期間は2007年1月上旬～’08年3月下旬．  
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第4図 露地栽培におけるギョウジャニンニク  
成体の生育経過（実験1）  
1987年2月7日～88年1月5日に1分げつ  
を1個体として調査．  
??????????????????????????
月／日  
は培養期間を6週間に，2月6日と3月5日掘り上げでは4週  
間にした．培養終了時に鉢から供試個体を掘り上げてシュー  
ト全長を再計測した．低温処理を行う区では，植え付け  
後0．3，6および100cで4，8および12週間処理し，その  
後に150cで8週間培養して芽の伸長畳を調査した．150c  
対照区は植え付け後150cで20週間培養後に芽の伸長量を  
調査した．  
結  果  
1．成体の生育経過と葉の成長力の季節的変動（実験1）   
成体の生育経過   
露地栽培のギョウジャニンニクは2月上旬（1987年）  
までは芽に萌芽の兆候がはとんど認められなかったが，  
根雪の消える直前の3月上旬には芽の先端から普通葉の  
先端が抽出しているのが認められたので，萌芽は積雪下  
の2月中旬から3月上旬までの間に開始したと推定された．   
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第5図 露地栽培におけるギョウジャニンニク成体  
の前年（1986年夏秋期）に分化した芽と花  
茎の当年（1987年2月7日～、88年1月5日）  
の成長（実験1）  
第4図と同じ個体を調査．花茎は当年初夏  
に抽苔，芽は翌年春に萌芽．  
????）??）??????
????????????
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第6図 ギョウジャニンニクの葉の成長力の季節的  
変動（実験1）  
所定の日から170cで1週間および2週間培養  
後の伸長量．1987年の1月9日から6月引∃ま  
では当年春に萌芽成長する葉の伸長量を調  
査，■87年7月7日から●88年2月11日までば88  
年春に萌芽成長する実の伸長量を調査．  
SSS言誤富S忘岩音言責S去  
月／日  
（1987年）には春に展開することになる普通葉幼彙の葉  
腋に翌春（1988年春）に萌芽することになる側芽が1分  
げつ当たり1～2個形成されていた．またこれらの側芽に  
はすでに（幼葉と葉原基を合わせて）計3枚の葉が形成  
されていた．さらにシュートの中心部には頂芽あるいは  
花序が形成されていて，花序が形成されている場合は花  
茎の基部（止葉菜腋）に1個の側芽が認められた．これ  
らの頂芽，花茎側芽も2月上旬には計3枚の葉が形成され  
ていた．これらの芽が分化したのは前年（1986年）の夏  
秋期であった．これらの芽は1987年3月に入ると成長を  
再開し，4月から6月にかけて急速に成長した．また前年  
夏秋期に分化した花序は当年に抽苔し，花茎は5月下旬  
には伸長成長を終了した．しかし，頂芽・側芽の成長は  
5月下旬以降も続き，芽の成長が衰えたのは7月に入って  
からであった．  
薫の成長力の季節的変動  
170cで1週間および2週間培養したときの葉の伸長量に   
同年の2月中旬から3月上旬までの日最高気温の旬平均は  
3．5，4．3，4．20cに過ぎなかったので（第3図），ギョウジャ  
ニンニクは約40cの低温下でも萌芽過程を開始する低温  
萌芽性の植物と言える．普通葉はその後，3月と4月に急  
速に成長して，草丈とシュート新鮮重を急増させたが  
（第4図），5月上旬には普通葉の成長が終了して草丈と  
シュート新鮮重の増加が止まった．しかし，葉鞘基部径  
の増加は5月以降もそれまでに比べやや衰えたものの8月  
まで続いた．なお，1分げつ当たりの普通票数は2，3枚  
であった．普通葉は成長終了後も長く緑色を保っていた  
が，7月下旬以降は葉身部が急速に枯れ込んで草丈が急  
減し，シュート新鮮垂も減少して，8月には葉身部がほ  
とんど枯死した．尭身部の無い状態は翌年2月まで続き，  
外観上は休眠状態を呈していた．   
しかし，植物体の内部にある芽は地上葉の枯死後も成  
長を続けていた．第5図に翌年萌芽成長する芽と，当年  
抽苔開花する花茎の伸長経過を示したが，2月上旬  
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第7図 ギョウジャニンニクの葉の成長適温（実験1）  
普通葉が抽出する前の1988年2月11日，わず  
かに抽出した■87年3月9日，および普通葉の  
成長が盛んな’87年4月8日に掘り上げた分げ  
つを所定温度で1週間ないし2週間培養して葉  
の伸長量を調査．  
?????（???
????
????
??（??
??
5  9  13   17    21   25    29  
温度（Oc）  
????????????
?????（???
?????????????????????????????????????????????????
月／日   
第8図 7月13日（■87年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす培養温度の影響（実験2）  
培養温度250cの区は2lOc区より伸長量が全般的にやや劣る程度であったので，グラフを省略した．  
開始区では伸長量がさらに増加した．  
薫の成長適温   
真の成長適温を検討する実験は，葉の成長力がやや小  
さい時期（1988年2月11日）と最大の時期（同年3月9日，  
4月8日）に行った．芽から普通葉が未抽出であった2月  
11日から培養を開始した区は，芽の先端から普通葉が出  
始めた3月9日開始区および普通葉がすでに展開していた  
4月8El開始区に比べて葉の伸長量（1週間培養）が5～13  
0cのどの温度でも少なかった（第7図）．4月8日開始区は  
5～130cでの葉の伸長量が3月9日開始区より多かったが，  
17～250cでは両開始区の間に明白な差が見られなかった．   
すべての試験（1週間培養の3試験と2週間培養の1試験）   
は著しい季節的変動が見られた（第6図）．当年春に展葉  
する彙の伸長量は1月9日から培養した区では2週間培養  
でも少なかったが，2月7日から2週間培養した区では伸  
長量が著しく大きくなった．同日からの1週間培養区で  
は伸長量はまだ少なかったが，3月9日からの1週間培養  
区では伸長量が著しく大きくなった．4月8日培養開始区  
も同程度の伸長量を示し，この時期の伸長量は一年を通  
して最大になった．しかし，5月に入ると葉の伸長量は2  
週間培養でもゼロになり，6月からの培養もゼロであっ  
た．7月以降は翌春萌芽する芽の萌芽葉あるいは（出葉  
すれば）普通葉の伸長量を測定したが，12月4日培養開  
始区まで2週間培養でも伸長量がほとんどゼロであった．  
1月5日培養開始区では若干伸長が見られ，2月11日培養  
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で葉の伸長量は50cから130cにかけて温度が高くなるほ  
ど増加した．130cから17℃にかけては3月9日試験区のみ  
伸長量が増加したが，他の3試験区は伸長量に大差が見  
られなかった．170cから210cにかけては2月11日1週間試  
験区のみ伸長量の増加する傾向が見られたが，他の3試  
験区は減少傾向が見られた．2lOcから290cにかけては伸  
長量に大差は見られなかった．   
2．自発休眠期間と低温処理の休眠打破効果（実験2，3）  
ギョウジャニンニクは盛夏～冬の間は外観上の成長  
が見られない．この見かけ上の成長休止期問の申で自発  
休眠している期間を明らかにするために，種々の時期に  
圃場から掘り上げた個体を一定温度で培養し，翌春萌芽  
成長する予定の芽の（萌芽葉ないし普通葉の）成長を調  
べた．また低温処理の自発休眠打破効果の様相を明らか  
にするために，掘り上げ時期と種々の処理温度を組み合  
わせた低温処理を行って，その後の伸長適温下での芽の  
成長程度を調べた．  
芽の成長に及ぼす培養開始時期と培養温度の影響  
〈実験2〉1987年7月13日に掘り上げた個体を一定温度  
で培養した場合は（第8図），13～250cでは5か月以上培  
養しても芽の目立った伸長が見られなかったが，50cで  
????
????
?????（???
????
????
??????????????????????????????????
月／日   
第9区Ⅰ8月12日ぐ87年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす培養温度の影響（実験2）  
培養温度250cの区は伸長量が2lOc区とほぼ同等で線が重なるので，グラフを省略した．  
???????????
?????（??? 第10図 9月12日（t87年）に掘り上げたギョウジャ  
ニンニクの芽の成長に及ぼす培養温度の影  
響（実験2）  
培養温度210cの区は170c区より伸長量が全  
般的にわずかに劣る程度で線が重なるので，  
グラフを省略した．   
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月／日   
第11図10月12日 ぐ87年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす培養温度と低温処理の影響  
（実験2）  
50c30d区は最初の30日間を5Oc培養，その後170c培養．17，21および25Oc区の伸長量は13Oc区より劣り，  
線が重なるのでグラフを省略した．  
÷50c  
…◎…90c  
↓130c   
…」ゝ一－・17Cc   
・・・・－〉÷－－・210c   
…∈トーーー25¢c  
???）?????
???????
一－－◎一・・・・90c  
∵130c  
…金一・・170c  
…ミ柊・・・2lOc  
?????（???
?????（???
??????
??????
20  
??（???
???????ー?? ???? ???
寸     － S 冷  
月／日  
????
月／日  
第12図12月9日 ぐ87年）に掘り上げたギョ  
ウジャニンニクの芽の成長に及ぼす  
培養温度の影響（実験2）  
第13図1月10日 ぐ88年）に掘り上げたギョ  
ウジャニンニクの芽の成長に及ぼす  
培養温度の影響（実験2）  
は約2か月後から芽が徐々に伸び始め，90cでは約3．5か  
月後から50cよりやや急速に伸び始めた．   
8月12日に掘り上げた個体は（第9図），13～250cでは  
約3か月培養しても芽の伸長が見られなかったが，90cで  
は約2．5か月後から芽の伸長が見られた．   
9月12日に掘り上げた個体は（第10図），13～2lOcでは  
約3か月培養しても芽の伸長が見られなかったが，90cで  
は約2．5か月後から，50cでは約3．5か月後から芽の伸長  
が見られた．  
10月12日に掘り上げた個体は（第11図），13～250cで  
は約2．5か月培養しても芽の伸長が見られなかったが，9  
0cでは約2．5か月後に芽の伸長を開始したと推定される．  
12月9日に掘り上げた個体は（第12図）．13～210cでは  
約1か月後から芽の急速な伸長が見られたが，1過当たり  
の伸長量は17、2lOcがはぼ同等で大きく．130cはこれよ  
りかなり劣った（第1表）．また90cでは1．5か月後でも目   
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第1表低温処理と培養温度が芽の成長に及ぼす影響（実験2）  
培養開始4週間後からの  
掘上日華1過当り伸長量（mm）  
12月9日Z  9℃  1．4  
13℃  8．1  
17℃  19．4  
21℃  20．9  
線上日 培養温度 1過当り伸長畳（m）  
1月10日y  5℃  1．3  
9℃  
13℃  
17℃  
21℃  
25℃  
4．6  
7．8  
13．7  
12．3  
7．7  
の  
掘上目  期間   1過当り伸長量（mm）  
8月12日X 5℃60日  4．7  
9℃60日  3．8  
5℃90日  21．3  
9℃90日  10．3  
Z第12図のデータから作成  
y第13図のデータから作成  
X第17図のデータから作成  
????????????????
???????
?????????? ■30c   
固80c   
医100c   
田150c   
ロ200c  
5／2   5／30   6／27  7／25   8／22  
掘上時期（月／日）  
9／19  10／17 11／14  
第14図 ギョウジャニンニクの芽の伸長に及ぼす掘上時期と培養温度の影響（実験3）  
各培養温度における4過当たりの伸長量（換算値）．掘上時期は2007年．第15図に  
続く．  
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10／17  11／14  12／12  1／9  2／6  3／5  
掘上時期（月／日）  
第15区1ギョウジャニンニクの芽の伸長に及ぼす掘上時期と培養温度の影響（実験3）  
各培養温度における4過当たりの伸長量（換算値）．掘上時期は2007～tO8年．第14  
図の続き．  
???????????
?????（???
十50c30d   
－一◎－・・90c30d   
一大・・・・130c30d  
第16図 8月12日 ぐ87年）に掘り上げたギョウジャニ  
ンニクの芽の成長に及ぼす低温処理の影響  
（実験2）  
5，9，130c30dとあるのは，最初の30日間を  
5，9，130c培養し，その後170c培養．  
伸長が見られたのは12月12日以降に掘り上げた15，10お  
よび60c区であった（第15図）．150c区は2月6日までは掘  
り上げ時期が遅くなるほど伸長量が大幅に増加し，以後  
は増加が見られなかった．100c区は3月5日まで掘り上げ  
時期が遅くなるほど伸長量が増加した．60c区は2月6日  
まで掘り上げ時期が遅くなるほど伸長量が徐々に増加し  
たが，2月6日から3月5日かけては急増した．30c区では1  
月9日の掘り上げまでは明白な伸長が見られなかったが，  
2月6日以降の掘り上げではわずかであるが伸長が見られ  
た．  
低温処理による芽の成長促進（休眠打破）  
く実験2〉8月12日に掘り上げた個体を5，9，130cで30日  
間低温処理してその後170cで約4か月間培養しても芽の   
立った伸長が見られなかった．  
1月10日に掘り上げた個体は（第13図），9～250cで1週  
間後から芽の急速な伸長が見られた．1過当たりの伸長  
量が最も大きかった温度は17，2lOcで，次いで13，250c  
で，9℃は小さかった（第1表）．一方，50cは伸長開始が  
2週間後からで伸長畳もわずかであった．  
〈実験3〉2007年5月2日から’08年3月5日まで約1か月間  
隔で掘り上げた個体を一定温度で8週間（1月9日以降の  
掘り上げでは4あるいは6週間）培養した場合の4過当た  
りの芽の伸長量は，5月2日から10月17日までの時期の掘  
り上げでは3～20℃のどの温度でもわずかであった（第1  
4図）．11月14日の掘り上げでは6および100c区の伸長量  
が他の温度区に比べてわずかに大きくなったが，顕著な  
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月／日  
第17図 8月12日 ぐ87年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす  
低温処理の影響（実験2）  
5，9，130c60dあるいは90dとあるのは，最初の60あるいは90日間を5，  
9，130c培養し，その後170c培養．  
?）?????（??????
??【??????????
?????（???
?????? ??????????????????????? ???
月／日  
第18図 9月12日（■87年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成  
長に及ぼす低温処理の影響（実験2）  
5，9℃30dとあるのは，最初の30日間を5，90c培養し，その  
後170c培養．  
明白な伸長は見られなかった（第16図）．しかし，低温  
処理を60日間にすると5，9Dc処理では170c移行後すぐに  
伸長が見られた（第17図）．130c処理では170c移行後約  
2．5か月培養しても芽の明白な伸長が見られなかった．  
低温処理期間を90日間にすると，90c処理期間中にも芽  
の伸長がかなり進み，17℃移行後すぐに伸長が見られた．  
50c90日間処理では50c処理期間中の伸長は少なかったが，  
170c移行後すぐに急速な伸長が見られ，1過当たりの伸  
長量は90c90日間処理の2倍以上になった（第1表）．  
9月12日に掘り上げた個体を50cで30日間処理した場合  
は170c移行6週間後から芽の急速な伸長が見られ（第18  
図），90c30日間処理の場合は170c移行8週間後から急速  
な伸長が見られた．  
10月12日に掘り上げた個体を5℃で30日間処理した場  
合は170c移行約5週間後から芽の急速な伸長が見られた  
（第11図）．  
く実験3〉7月25日に掘り上げた個体は，0～60cの12週間  
処理を行うとその後の15℃培養で芽の伸長が著しく促進   
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00c  30c   60c  lOOc  150c   
処理温度  
第19図 7月25日（2007年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす低温処  
理と処理期間の影響（実験3）  
低温処理後は150cで8週間培養．芽の伸長量は培養終了時の値．150c対照区は20  
週間培養後の伸長量．   
??】???????????????????????
?????（???
00c  30c   60c  lOOc  150c   
処理温度  
第20図10月17日（2007年）に掘り上げたギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす低温処  
理と処理期間の影響（実験3）  
低温処理後は150cで8週間培養．芽の伸長量は培養終了時の値．150c対照区は20  
週間培養後の伸長量．  
され，処理温度が低いほど伸長の促進される傾向があっ  
た（第19図）．しかし，100cの12週間処理では伸長がは  
とんど見られなかった．また，0～6Dc処理でも8週間処  
理では伸長がごくわずかであった．  
10月17日に掘り上げた個体では，0～100cの8週間処理  
でも芽の伸長が促進されたが（第20図），12週間処理で  
はより一層促進された．4週間処理では30cで伸長が若干  
促進されたが，他の温度では伸長がほとんど見られなかっ  
た．8，12週間処理でも処理温度によって促進効果に差  
異が見られ，30cが最も効果高く，以下0，6，100cの順  
に後の温度はど効果が低くなる傾向が見られた．また，  
150c対照区では伸長が見られなかった．   
低温（30c）処理による芽の伸長促進効果は，掘り上  
げ時期によって異なった（第21図）．30cの12週間処理は  
6月27日に掘り上げた個体では芽の伸長があまり促進さ  
れなかったが，7月25日以降の掘り上げでは著しく促進  
され，さらに掘り上げ時期の遅い9，10月掘り上げ区で  
は伸長がより一層促進された（11月以降は不実施）．30c  
の8週間処理は，7月25日以前の掘り上げでは伸長がばと  
んど見られなかったが，8月22日の掘り上げではかなり   
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掘上時期（月／日）  
第21図 ギョウジャニンニクの芽の成長に及ぼす掘上時期（2007～08年）と30c処理期間の影響（実験3）  
低温処理後は150cで8週間培養．芽の伸長量は培養終了時の値．  
第22図 2007年9月19日に圃場から掘り上げたギョウジャニンニクの分げっ（上図）と30cで  
4週間低温処理した後に150cで8週間培養したもの（下図）（実験3）  
下図の右の2個体は休眠打破されているが，左の2個体は打破が不十分．  
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の伸長がみられ，11月まで掘り上げ時期が遅いはど伸長  
がより促進される傾向が見られた（12月以降は不実施）．  
30cの4週間処理は（9月～翌年1月実施），9，10月の掘り  
上げでは伸長量は少なかったが（第21，22図），掘り上  
げ時期がそれより遅くなるほど伸長が促進され，1月の  
掘り上げではこの実験を通しての最大に近い伸長が見ら  
れた．低温無処理の150c区は11月以前の掘り上げでは伸  
長がはとんど見られなかったが，12月の掘り上げではか  
なりの伸長が見られ，1月の掘り上げではこの実験を通  
しての最大の伸長が見られた，  
葉の成長適温   
休眠が覚醒したギョウジャニンニクの葉の成長適温域  
の下端温度は，実験1の，時期および培養期間を変えた  
全4試験の結果（第7図）はほぼ一致して130cであること  
を示している．一方，上端温度は上記の試験結果は21～  
29℃の範囲に存在することを示している．しかし，実験  
2における種々の時期における芽（萌芽葉ないし普通葉）  
の250cにおける伸長が2lOcに比べて同等か劣る傾向にあっ  
たことや，25qC以上の温度では温度が高くなるほど培養  
中に腐敗する個体の多く生じることなどを考え合わせる  
と，葉の成長適温域の上端温度は210cにするのが実用的  
であろう．  
自発休眠期闇と休眠レベルの減少   
実験3の結果（第14，15図）からギョウジャニンニク  
の自発休眠が明白に浅くなり始める時期は11月中旬頃と  
見られる．しかし，実験2で弱い低温処理（50c30日処理）  
を行った場合，8月中旬に掘り上げた個体は，低温処理  
後に萌芽適温下で約4か月培養しても芽の成長が起こら  
なかったが，9月中旬に掘り上げた個体は6週間培養すれ  
ば芽の成長が起こり，10月中旬に掘り上げた個体は，5  
週間培養すれば芽の成長が起こったことから，自発休眠  
は9月中旬以降，時の経過と共に徐々に浅くなっていっ  
たと考えられる．そして実験3の結果も考え合わせると，  
自発休眠は11月中旬以降に急速に浅くなり，1月上旬に  
はかなり浅くなって2月上旬頃には覚醸したと考えられ  
る．   
自発休眠の導入期は実験2，3の結果からは不明である  
が，芽の成長経過（第5図）と葉の成長力の季節変動の  
結果（第6図）とを考え合わせると，芽の自発休眠の導入  
期は7月上旬頃と推定される．   
なお，実験2で7～9月に掘り上げて50cおよび90c培養  
した区で長期間培養後に芽の伸長が見られたが（第8～  
10図），これは培養中に5，90cの低温に長期間さらされ  
たことにより自発休眠が打破されたためと考えられる．  
低温処理による休眠打破   
自発休眠の打破に最も効果の高い温度は3℃で，00cで  
は打破効果がやや劣り，60cはさらに劣った．Kanazawa  
ら（1997）も00cと50cを比較して，00c処理のはうが打  
破効果が大きかったと報告している．しかし，0，3，6  
0cの温度はいずれも実用的には十分な休眠打破効果を示  
考  察   
成体の生育経過   
成体の生育経過については金澤・八鍬（1988）および  
金澤（1993）も報告しているが，傾向は本報告と同様で  
ある．金澤らの報告した萌芽時期などは本報告のものよ  
り遅いが，これは本報告で調査した生育地が山形県鶴岡  
市であり，金澤らの北海道札幌市より春の気温上昇が早  
いことによるのであろう．しかし，萌芽時期の早晩に遺  
伝的変異のあることも知られている（稲富ら，2004）．   
7月以降晩秋までは外観的な成長が見られなくなり，  
分げつ内部の芽も伸長が停滞したが，この伸長成長停滞  
期間中に芽の内部では次代の側芽の分化や翌夏に抽苔す  
る花序の分化が起こっていた．この時期の生育管理は翌  
年以降の生育に影響を及ぼすので重要である．  
葉の成長力の季節的変動   
葉の成長力に以下のような季節的変動が見られた．5  
月上旬から12月上旬までは葉の成長力が極めて小さいが，  
1月上旬噴から成長力が増加し始め，その後2月上旬から  
3月上旬にかけて急増して，3月上旬～4月上旬に最大に  
なり，その後急減少して5月上旬には再び極めて小さく  
なる季節的変動が見られた．   
なお詳しく見ると，170c以上の温度では葉の伸長量は  
4月上旬と3月上旬の間に明白な差は見られなかったが  
（第6，7図），5～130cでは4月上旬の真の伸長量が3月上  
旬のものより大きかった（第7園）．従って葉の成長力は  
3月上旬より4月上旬のほうがやや高いと考えられるが，  
その差は低温下でのみ見られるようである．  
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したので，休眠打破のための適温域は0～60cと言える．  
この範囲より温度が高くなると打破効果が劣り，130c以  
上では明白な打破効果が見られなくなった．   
低温処理による休眠打破が有効になるのは7月下旬以  
降から処理した場合であったが，休眠打破に必要な低温  
処理期間は自発休眠が深い時期は長く，浅くなるにつれ  
て短くなった．また休眠打破効果は低温処理期間が長く  
なるはど大きくなる傾向が見られた．   
十分な休眠打破効果の得られる低温処理の最短期間は  
掘り上げ時期が遅くなるほど短くなった．7月下旬から  
11月中旬までの掘り上げ時期に対するこの最短期間は，  
7月下旬からの処理（実験3）では3℃で12週間，8月下旬  
からでは8週間，11月中旬からでは4週間であった．12月  
中旬以降は，時期が遅くなるに従い自発休眠が急速に浅  
くなることと，低温処理前の自然の低温遭遇量が多くな  
ることのため，低温処理効果が一段と小さくなり，1月  
上旬以降は低温処理の効果が見られなくなった．  
るため，低温処理の効果が小さくなり，1月上旬以降は  
低温処理の効果が見られなくなった．   
休眠打破効果は低温処理期間が長くなるはど大きくな  
る傾向が見られた．また，掘り上げ時期が遅くなるはど  
より短い処理期間で休眠が打破された．  
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摘  要  
ギョウジャニンニクの萌芽は積雪下の2月中旬～3月上  
旬に開始したが，この時期の日長高気温の旬平均は約4  
0cにすぎなかった．7月以降晩秋まで成長が停滞したが，  
この期間中に芽の内部では次代の側芽の分化や翌夏に抽  
苔する花序の分化が起こっていた．   
真の成長力には季節的変動が見られ，5月上旬から12  
月上旬までは葉の成長力が極めて小さかったが，1月上  
旬頃から成長力が増加し始め，その後2月上旬から3月上  
旬にかけて急増して，3月上旬～4月上旬に最大に達した  
が，その後急減少して5月上旬には再び極めて小さくなっ  
た．   
休眠から覚慈したギョウジャニンニクの葉の成長適温  
域は13～2lOcと考えられた．   
自発休眠は9月中旬以降，時の経過と共に徐々に浅く  
なり，その後11月中旬以降は急速に浅くなり，1月上旬  
にはかなり浅くなって2月上旬頃には覚醒した．   
自発休眠の打破に最も効果の高い温度は30cであった  
が，0～60cの温度ならば実用的に十分な打破効果があっ  
た．これより高い温度では効果が低くなり，130c以上で  
は無効になった．   
低温処理による休眠打破が有効になるのは7月下旬以  
降に処理した場合で，12月中旬以降は自発休眠が浅くな  
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